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 第２章では HEMT、HBT、MOS に代表される高速デバイス技術について述べる。 
 第３章では 40-Gb/s LiNbO3 変調器駆動回路について述べる。従来の集中定数増幅器より分布定数増幅器が広帯域
化に適した回路構成であるということを説く。光通信に適用できる利得平坦性を持った分布定数増幅器の実現手法に
ついて述べる。 
 第４章では 40-Gb/s 前置増幅回路について述べる。入力段を集中定数増幅器、後段を分布定数増幅器としたハイブ
リッド構成で低入力インピーダンス、広帯域化を図る手法を提案する。 
 第５章ではミリ波帯回路の低価格化を実現する手段として期待される CMOS を用いてミリ波回路を実現するため
の要素技術の検討を行う。Si 基板上での配線技術について述べ、最適な配線構造を提案する。続いてこの配線構造と
Line-Reflect-Line（LRL）法により高精度に真性 CMOS トランジスタパラメータを取得する方法について述べる。 
 第６章では CMOS を使用した超高速・ミリ波回路について述べる。まず 0.18-μm CMOS を用いて試作した 27、
40-GHz 帯の狭帯域増幅器、50 GHz を超える電圧制御発振器、40-Gb/s 分布定数増幅器の設計・試作結果について述
べ、結論付けを行う。 
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最大発振周波数 84 GHz のトランジスタを作製している。これは CMOS をベースとした増幅器では、これまで報告
されているなかで最も広帯域な動作である。同様の手法により動作周波数が 27 GH、40 GHz の挟帯域増幅器を実現
し、CMOS 増幅器では最高の出力電力 14 dBm、10.4 dBm をそれぞれ得ている。これより、提案手法がミリ波帯 CMOS
回路設計手法として有効であることを確認している。 
 以上のように、本論文は、超高速半導体回路設計手法を確立し、超高速通信システムの発展に大きく寄与するもの
であり、博士（工学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
